
【恵庭ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年12月7日 場所 文教大学附属高等学校

内容・成果

文教大学付属高等学校　養護教諭　　森田　百花　氏

・新設校の見学
・保健室の見学
・日常のケガや相談に関する執務交流
（成果）普段交流の少ない高等学校の養護教諭だが、執務交流を通して学校における
養護教諭の役割を改めて確認することが出来た。

実
技
研

新設校の見学



【江別ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年12月9日 場所 野幌公民館

内容・成果

トラウマ専門カウンセリングルーム凪  橋本　幸子　氏

　今回の講演では、「心理アセスメント」と「心理療法」を専門とされている橋本
幸子 先生から、PTSDについてだけではなく、育っていく中の傷である「発達的傷」
や、トラウマを受けた際の自律神経系の理論、トラウマケアについて等、幅広い観点
から大変貴重なお話を聞くことができた。
　トラウマには、震災、事故、犯罪等、命の危険にさらされた出来事によるトラウマ
と、親からの虐待や学校でのいじめなど、安心・安全な環境で育っていくことができ
なかったことによる「発達トラウマ」の2種類がある。発達トラウマがある子どもは
PTSDになりやすく、不適切な養育が子どもの脳を傷つけるというお話が印象的で
あった。
　トラウマ記憶は、その時の五感や感情、思考などが新鮮な状態のまま脳の中で「冷
凍保存」されている状態であり、日常の記憶とは違って、なるべく思い出さないです
むようにしまいこまれている。その記憶が何らかのきっかけで解凍されると、たちま
ち当時の記憶が鮮明に蘇ってくる。
　トラウマケアというのは、急激に冷凍されたトラウマ記憶を一度解凍し、丁寧に調
理してから保存してあげるようなイメージである、というお話も大変わかりやすかっ
た。
　会場には、様々な表情をした人の写真がたくさん並べられており、最近気になって
いる児童生徒や職員のことを思い浮かべ、その人をイメージして1枚写真を選び、そ
の写真を選んだ理由について交流を行った。交流の中では、悩みやトラウマを抱えた
児童生徒や職員の話を聞くことができた。
　橋本先生のお話を聞いて、トラウマについて理解することができ、すぐにでも実践
したいと思える支援方法についても学ぶことができた。また、悩みや困難を抱える子
どもたちに対して、丁寧な関わりを持つことの大切さを改めて感じることができた。

理
論
研

『子どもと支援者のためのメンタルケアとトレーニング』
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【石狩ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年11月9日 場所 石狩市役所

内容・成果

石狩市スクールソーシャルワーカー　　古原 祥子　氏

　古原先生はたくさんの資料を用意してくださり、事前に養護教諭から集めた質問内
容を含めたパワーポイントを使いながら、養護教諭の仕事への理解と期待をこめて講
演していただいた。その中でもSCは「心の専門家」、SSWは「児童生徒を取り巻く
環境に働きかけ、家庭・学校・地域の関係機関をつなぐ」役割だが、何か心配なこと
があったら、どちらでもよいのでまずは相談することが大切だということ、また、子
どもと関わる上で見逃しやすいサインとして、言語と心（行動）の不一致を見逃さな
いことが大切だと教えていただいた。養護教諭は、子どもを受容的に受け止めること
ができる存在である。ありのままを受け止めることを大切にし、校内体制を整えた
り、外部機関と連携を行い、子どもが安心・安全に学校生活を送れるよう対処にあた
ることが必要だと学ぶことができた。

理
論
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石狩市のソーシャルワーク～SSWと学校の連携について～



【千歳ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年7月29日 場所 千歳市立祝梅小学校　体育館

内容・成果

公立学校教諭、にじーず札幌スタッフ　　真田　　陽　氏

　トランスジェンダー当事者であり、現在、公立学校で勤務されている真田先生よ
り、多様な性についての知識や学校教育における課題について貴重なお話を聞くこと
ができた。
　セクシュアリティについては、こころの性、からだの性、すきになる性、表現する
性（ふるまい）の４つで構成されている。この４つの性の組み合わせによってLGBT
等に分けられている。セクシュアリティとは、一人ひとり異なるものであり、全ての
人に自分のセクシュアリティを尊重される権利がある。また、セクシャルマイノリ
ティの割合は３～５％で、これは日本の名字トップ４の「佐藤」「鈴木」「田中」
「高橋」を合わせた数字とほぼ同じである。相談を受けたことがないから自校にはセ
クシュアルマイノリティの人が“いない”ではなく“言えない”という視点で考えて
いくことが大切である。
　真田先生はLGBTの居場所づくりをしている団体の、にじーず札幌のスタッフでも
ある。真田先生がおこなった、にじーず札幌の子どもたちのアンケートでは、『男や
女で分けることなく、その人として見てほしい』との声が多くあった。約10年前の
真田先生が子どもだった頃と変わっていない学校現場に、多様な性を前提とした学校
づくりが必要であるとお話ししてくださった。そのためには、自分のあたりまえや学
校のあたりまえを考え直してみることが必要である。
　当事者であり現教員である真田先生のお話を聞くことができ、有意義な時間となっ
た。これまで研究してきた内容について、詳しく学習することができた。すべての子
どもが過ごしやすい学校づくりについて、研究を進めていきたい。

理
論
研

『多様な性の中にいる子どもたちへの支援のあり方』



【当別・新篠津ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年12月8日 場所 当別町立当別中学校

内容・成果

当別中学校・当別小学校スクールカウンセラー　臨床心理士・公認心理師　菅原博子　氏

　思春期の子どもの心に関する内容や、ゲーム・インターネットの利用にかかわる内容に
ついてお話しいただいた。思春期の子どもは体が成長するだけでなく、「脳」の神経系も
発達することで、「心」が変化する時期である。思春期の子どもは、親に反抗したり、親
よりも友達の意見を重視したりする傾向があるが、これは子どもが社会的な関係を築き、
自立しようとするためである。思春期はアイデンティティの分化と統合を繰り返す時期で
あり、心が不安定になることが多い。子どもとのかかわり方として、大人は、時に子ども
を見守り、時には対決したりしてもよい。互いにルールを決め、それを守りながら生活す
るのもよい。ただし、子どもを否定しないこと、暴力で解決しないことは気をつけなけれ
ばならないことである。
　子どものゲームやスマートフォンの利用は、近年、依存が問題となっているが、ゲーム
やスマートフォンそのものに魅力を感じて夢中になっている場合もあれば、それ以外の別
のところに問題があり、そこから目をそらすために、ゲームやインターネットの世界に逃
避している場合もある。問題の本質がどこにあるかを見極めることが大切である。
　お話を伺い、心と体が不安定になりがちな思春期の子どもの特性について理解すること
ができた。また、ゲームやインターネットの利用にかかわる健康課題については、ネット
いじめの定義や依存への対処方法など、自校での実践において役立つ知識を学ぶことがで
きた。

理
論
研

思春期の子どもの接し方～こんな時どうする～



【北広島ブロック】

テーマ

講師名

実施日 令和3年12月13日 場所 北広島市立大曲東小学校

内容・成果

北広島市立西の里小学校　養護教諭　　庄野　亜沙美　氏

　キャラクターを繋げて吊るす装飾の作り方を学んだ。５種類のキャラクターを作っ
たが、耳や帽子など、後から貼り付ける物がキャラクターごとに異なるだけで、簡単
に作成することができた。全て繋げた完成形はとても可愛らしく、この装飾を一つ飾
るだけで、保健室があたたかい雰囲気になる物だった。クリスマス、ハロウィン、他
のキャラクターなど、二色でイメージできる物や簡単な小物で特徴が出る物なら応用
ができるということも教えていただいた。

実
技
研

あたたかい保健室づくり～色画用紙でつくる装飾～


